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液晶ディスプレイの画質向上とともに光学フィルムの複屈折制御への要求もより高度になって

きた。それに応えるべく、本質的に配向複屈折および光弾性を発現しないポリマー（ゼロ・ゼロ

複屈折ポリマー）を提案し、その実現に取り組んだ。具体的にはポリマーの固有複屈折と光弾性

定数を測定し、それらの繰り返し単位構造の組み合わせからなる共重合ポリマーの固有複屈折と

光弾性定数を、加成性を仮定して設計した。これらがゼロとなる共重合組成比のポリマーを合成

し、ほぼ両複屈折が生じないことを実際に確認した。さらに溶融押出・二軸延伸したフィルムも

極めて低複屈折であった（図１参照）。この設計方法はゼロ・ゼロ複屈折ポリマーの設計に有効で

あるだけでなく、一方の複屈折をゼロ・他方を所望の値に設計することも可能であり、ポリマー

の複屈折制御にも適用可能である。種々の光学フィルムへの応用が期待される。 

従来、液晶ディスプレイの光学フィルム用途のポリマーの複屈折制御は、前述のように複屈折

をゼロとする、あるいは波長の数分の１～波長程度の位相差となるように調整することが行われ

てきた。従来の常識を打ち破り、位相差が 10,000 nm を超える極めて大きな複屈折のポリマーフ

ィルムの、液晶ディスプレイへの応用も提案した。これらの最新動向を紹介する。 
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図１ 溶融押出・二軸延伸したゼロ・ゼロ複屈折ポリマーフィルム 
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